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　10月11日、千葉県教育研究会市
川支会学校図書館教育部会の研究
会「本の世界を表現しよう～読書
感想画の描き方とポイント～」が、
千葉県市川市立福栄小学校（松永
裕思校長）で行われた。講師は、
植草学園大学教授・森高光広先生。
　同校は、昨年度より「海洋教育
パイオニアスクールプログラム」
の指定を受け、「海」をテーマに
さまざまな行事や教科の中で取り
組んでいる。
　１年生は、「海」のテーマで造
形遊びと読書感想画を関連させて
取り組んできた。読書感想画につ
いてはこれまで、『貝の子プチキ

ュー』（福音館
書店）の読み
聞かせを聴き、
海の生き物を
描くなど、イ
メージを膨ら
ませてきてお
り、本時は「自
分の想像した
海の世界を工
夫して表現す
る」が目標。

　子どもたちは、アルミホイルを
パレット代わりに用い、いろいろ
な色を使って、自分の海の色を工
夫して作っていった。
　筆だけでなく、スポンジに絵の
具を付け、たたい
たりこすったりし
ながら、自由な表
現を楽しんだ。
　森高先生は、「お
もしろい塗り方だ
ね」「波の感じが
出ているね」と、
声をかけていった。
　次の時間から、
これまでのトレー

ニングをもとに、本番の大きな用
紙に絵を描いていく。

研修会で学び合う

　授業見学の後は、読書感想画の
研修会がもたれた。最初に、１年
生の担任の岡本かつよ先生から、
本時に至るまでの指導の経緯が紹
介された。その後グループに分か
れて、特に低学年の「読書感想画
に適した選書」について、意見を
出し合った。
　最後に森高先生が、「絵の主役
を意識して、大きさや位置などを
考え、子どもが工夫することが大
切」など、指導のポイントを述べ
た。

自由な発想で自分の海の色をつくろう
千葉県市川市立福栄小学校で読書感想画の研究授業

のびのびと海の色を塗っていく

いろいろな表現方法を知る


